
調査結果から見る菊川市の子どもたちの現状 

全国学力・学習状況
調査結果のお知らせ

中学生の学力 

調査結果の分析
■積み重ねた学びの成果

■主体的な学びと読書習慣の大切さ

Topics
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全国学力・学習状況調査(通称：全国学力テスト)は、文部科学省が毎年４月に実施している、全
国の小中学校の学力や学習状況を調べるための調査です。小学６年生の全児童と中学３年生の全
生徒を対象に行われた令和８年度調査の結果と分析をお知らせします。 

問い合わせ　学校教育課学校指導係(中央公民館内☎73-1113）

国  

語
　筋道の通った文章となるように、文章全体の
構成や展開を考えることができています。一方
で、文章中のひらがなを漢字に書き直す問題に
課題がありました。
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算  

数
　単位量当たりの大きさを求める計算式の意味
を理解することができています。一方で、基準
量、比較量、割合の関係が正しく表されている
図を選択する問題に課題がありました。
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国  

語
　言葉の意味を理解して、文章中から別の表現
を抜き出すことができています。一方で、目的や
場面に応じて、集めた材料を整理し、伝え合う
内容を検討する問題に課題がありました。

平均正答率
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数  

学
　図形の証明における仮定となる辺や角の関係を
理解できています。一方で、反比例の関係を表す
表の特徴を捉えてｘの値に対応するｙの値を求め
る問題に課題がありました。

IRTスコア※

501  /  499
菊川市 全　国

英  

語
　日常的な話題について、事実や自分の考え、
気持ちなどを整理し、まとまりのある文章を書くこ
とができています。一方で、目的に応じて、必要
な情報を読み取る問題に課題がありました。

　今回調査を受けた中学３年生について、小学６年生時の令和５年度
調査結果と比較すると、全国平均との差は、国語で1.3ポイント、数学
で1.5ポイント改善しました。日々の授業の積み重ねにより、育成を目
指す資質・能力が着実に身に付いてきていることがうかがえます。

■対話から広がる学び
　「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか」という
質問では、肯定的に回答した児童・生徒の割合が全国平均を上回りま
した。各教科の授業において「主体的・対話的で深い学び」が実践さ
れていることがうかがえます。また、児童・生徒が他者の視点を取り
入れることによる学びの広がりや、対話の価値を実感していることが
分かります。

　「これまでに受けた授業では、課題の解決に向け
て、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」と
いう問いに「当てはまる」と回答した児童・生徒は、
全国平均正答率と比べて正答率が高い傾向にありまし
た。授業では課題意識をもって主体的に学ぶことの大
切さがうかがえます。

　市では、子どもたちの学力向上を図るため、学校訪問などを通して
「ICT環境等を生かした魅力ある授業づくり」を推進しています。
今回の調査におけるICT機器の活用状況からも、一人一台端末の１日
当たりの使用頻度が全国平均を大幅に上回っていることが分かりま
した。今後も、市のICT環境を生かしながら、児童・生徒の学力向上
につながる授業改善を進めていきます。
　また今年度からは、児童・生徒が学習用端末で生成AIを活用できる
ようになりました。今後も発達段階に応じて、生成AIの適切な活用を
含めた情報活用能力の育成に取り組んでいきます。

　「学校の授業時間以外に、普段、1日当たりどれくら
いの時間、読書をしますか」という問いに「１時間以
上２時間より少ない」と回答した児童・生徒は、全国
平均正答率と比べて正答率が高い傾向にありました。
家庭で読書に親しみ、活字に触れる機会を増やすこと
の大切さがうかがえます。

全国平均との差

自分と違う意見について考えるのが
楽しいと回答した児童・生徒の正答率
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児童・生徒の正答率
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（単位：％）授業時間以外に、１日当たり１時間以上２時間未満の
読書をすると回答した児童・生徒の正答率
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ICT機器の活用
菊川市の児童・生徒の平均を全国の平均と比較し、◎高
い(３～１ポイント高い)、○ほぼ同じ(平均とほぼ同じ)、
●低い(１～３ポイント低い)、▲大変低い(３ポイント以
上低い)と表しています。

※英語では回答方法が他教科と異なるため、結果がIRTというス
コアで算出されます。IRTでは正答や誤答が問題の特性か学
力によるものかを分析します。これにより、異なる問題構成
の試験や調査結果を共通の尺度で比較できます。

2 0 2 6  1 0 6


